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江東区立南砂中学校だより
↑つばさ教室で6人で作ったスクラッチアートの校章（ＨＰでご覧ください）

校 長 近藤 啓太

サンタクロースっているんでしょうか？

私が学級担任をしていた時、毎年 12月 25日にクラスで必ず読んだ絵本です。
ヴァージニア・オハンロンという8歳の少女から、ニューヨーク・サン新聞に送られた手紙から

始まります。
「ともだちがサンタクロースはいないというのです。パパは、わからないことがあったら、サンしんぶん

に問い合わせてごらん。しんぶんしゃで、サンタクロースがいるというなら、たしかにいるんだろうよ。
ほんとうのことをおしえてください。サンタクロースはいるのですか？」 （一部を抜粋）

娘に質問された父親は、答えられずに新聞社に聞いてみなさいと責任転嫁します。そして純粋な
心をもったバージニアは、新聞社あてに手紙を書きました。
手紙への返事として、新聞記者のフランシス・チャーチが「社説」として回答したのは、1897

年 9 月のことです。その記事は、「世界で最も有名な社説」と呼ばれ、社説全文が 100 年を超えた
今も絵本として残っています。
社説の内容は、25 日の全校集会で話をしますが、絵本を出版した偕成社のホームページでは次

のように紹介しています。
「広くて深いこの世界をおしはかるためには、すべてを知ることのできるような、大きく深い知恵が必

要だということ。サンタクロースを見た人がいないからといって、それがサンタクロースはいないという証
明にはならないこと。この世界で一番たしかなことは、子どもの目にも、大人の目にも、見えないものだ
ということ。」

上の内容は、昨年度の「冬休みのしおり」の文章とほぼ同じです。しかし世
界中で解消されない環境問題や人権課題などがあり、自分さえよければ良いか
のような思考や行動があふれる現在、大切なもの、確かなものが何なのかを共
に考え、語り合わねばならないと思っています。教職員である限り、私はこの
話を毎年し続けます。 もうすぐ 7歳になる次女を除いてですが･･･。

本や新聞を読もう

学校図書館には、『年末年始の忙しい時期でも読める！短編集』というコーナーがあります。
それ以外にも弁当の日にちなんだ『おいしく食べたいお弁当』や、先日亡くなった『谷川俊太郎を
読む（“マザーグース”や“スヌーピー”の翻訳も）』のコーナーもあります（12月 24日時点）。
学校司書のＮ先生が、生徒が読書に親しめるよう

に毎週図書館の整備をしています。11 月には、学校
の取組を受け、「女性に対する暴力をなくす運動」に
関わるコーナーを設置して下さいました。
授業内容とのコラボや、社会の動きと連動した本

を用意し、探究活動をしやすいようにしています。
調べ学習は、chromebook で検索すれば短時間でお

およそのことはわかります。写真をコピペすればあ
っという間に新聞完成です。しかし読書は、読む時
間はかかりますが、長年に渡って集約した知識や経
験が得られ、ネット検索では不可能な『深い学び』
が得られます。
そして新聞です。私は毎朝２紙に目を通しています。時々、「生徒に話題にしてほしい記事」を

切り抜き校長室前に掲示します。必ず読むのは、朝日新聞の「ひと」と讀賣新聞の「人生案内」で
す。後者はお悩み相談ですが、特に小川仁志さん（哲学者）の回答が絶妙で、この欄をきっかけに
ファンになり本を購入しました。夕刊は朝刊とひと味違い面白い記事・写真が多く、「よみうり寸
評」のユニークな視点をもって世の中に切り込む文章に、私自身の思慮の浅さを思い知るのです。
新聞社発行の「よくわかる！重大ニュース」も入手しました。中学校入試では時事問題が出題さ

せるそうです。もしかしたら、中学生は小学生にかなわないかもしれません。さあ、スマホを手放
し、本や新聞を読みましょう。

元はアサガオのツル
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マラソン大会 5㎞、3.5㎞ 自己への挑戦

11 月 29 日（金）団地のランニングコースを走りまし
た。男子 5 ㎞、女子 3.5 ㎞です。暖かい日差しの中、各
自が目標をもって走りました。上位８名を表彰しました
が、３年生男子６名、女子２名が入賞しました。走り終
えた生徒が、校庭に戻りゴール目指して走る生徒に、大
きな声援を送り続けてくれたことも素晴らしかった！全
校生徒の連帯感を感じました。 また、開始前に保護者
が多数集合し、監察や交通整理等の運営にご協力いただ
きました。心強い限りです。本当にありがとうございました。

校内研修でウエルビーイングを

マラソン大会の午後を授業カットし、２時間の教職員研修を行いま
した。『from me』というカードゲームを通して、個人のウエルビーイ
ング（幸せ）と世の中の幸せを両立するための考え方や行動の仕方を
考えます。個人の幸せとして何を優先するかは人によって異なります。
しかし、「自分さえ良ければいい」という態度では、世界のバランス
（社会、経済、環境）が崩れます。ゲーム中は、教職員同士のコミュニケ
ーションが活性化しました。笑いも起こり、職場のウエルビーイングが向上した研修と言えます。

音楽に包まれる１２月

12 月 7日（土）第二砂町小学校にて、『わたしたちの音楽会』（青少年
対策南砂地区委員会主催）が行われ、和太鼓部が出演しました。
また 19日（木）には吹奏楽部が体育館にてクリスマスコンサートを、

23日（月）には合唱部が玄関ホールにて合唱を披露しました。
更に 24 日（火）は、舞浜アンフィシアターにて、劇団四季の『美女

と野獣』を鑑賞します。
音楽には４つの効果があるそうです。

①ストレス緩和と免疫力アップ、②リラックスと安眠
効果、③集中力アップ、④忘れていたことが思い出
せる－冬休み中も時には音楽を聴きながら、リラックスしたり、集中力を高
めたり、元気をもらったり、懐かしい記憶を思い起こしたり、音楽の力を生
活の中で活用していきたいですね。 （参考：日本予防医学協会ＨＰ）

差別や偏見の解消を（保健委員会の取組）

12月1日は、エイズのまん延防止と感染者に対する差別・偏見の解消を目的とし
て、世界エイズデーとして制定されています。今年も、保健委員が登校した生徒
にレッドリボンを配布する活動を行いました。これを機会に、エイズという病気を
正しく理解し、人権を尊重する態度を共に育んでいきます。

１月の主な行事
８日（水） 全校集会、安全指導、午前授業 ２０日（月）生徒朝会

１０日（金） ２年ビジネスマナー講習 ２１日（火）職員会議
１３日（月） 成人の日 ２２日（水）２年職場体験・始、区中研
１４日（火） 委員会 ２４日（金）２年職場体験・終、１年校外学習
１５日（水） 江東区連携教育の日（会場） ２６日（日）都立高校推薦入試

⑤コラボ授業（国語）） ２７日（月）２年音楽鑑賞教室、都立推薦入試
１６日（木） 職員会議 ２７日（火）職員会議、避難訓練、放学
１７日（金） 学校公開・百人一首大会、英検 ３０日（木）パソコン部発表会
※１２月２７日から１月５日までは電話は自動音声対応になります。緊急の連絡は、江東区役所（教育委員会）へ。

本校の教育活動へのご理解ご協力ありがとうございました。どうぞ良い年をお迎えください。


